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を横断面および縦断面にわけ，前半の第 2 章から第 4 章では，トンネル横断面の力学モデ


























第 5 章および第 6 章では，トンネル縦断面の補強工および切羽形状を考慮した力学モデ
ルについて論じる． 
第 5 章では，トンネル鏡面における補強工として最も多用されている鏡ボルト工の力学
モデルを提示する．このモデルは，前章までの地山とボルトとの相互作用を考慮した力学
モデルの応用系として表現できること，また，その新たに提案した応用系モデルにより鏡
ボルトの簡易設計ができることも示す． 
第 6 章では，鏡面の補強を支保部材に依存するのではなく地山特性を積極的に利用する
との発想から，鏡面の形状を曲線状にすることによって周辺地山を安定させる曲面切羽の
効果について，一般的な切羽形状である直面切羽と比較しながら模型実験ならびに数値解
析により明らかにする． 
第 7 章は結論であり，本研究で得られた結果をまとめるとともに，残された課題を明ら
かにする． 
